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臥
牛
山
や
学
校
を
囲
む
山
々
に

滴
る
よ
う
な
緑
が
溢
れ
、
松
籟
が

ひ
と
と
き
の
涼
を
運
ん
で
く
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
令
和

２
年
１
月
に
最
初
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
以
降
、
感
染
者
が
増
加

し
続
け
ま
し
た
。
母
校
で
も
、
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
る
２
度
の
臨
時

休
校
、
感
染
や
濃
厚
接
触
に
よ
る

出
席
停
止
な
ど
、
未
曾
有
の
危
機

対
応
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
に
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
移

行
さ
れ
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
前
の

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
梁
高
校
は
本
年
度
か
ら
第
24

代
校
長
と
し
て
鳥
越
信
行
校
長
を

お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
越
先
生
は
笠
岡
高
校
、
倉
敷
南

高
校
で
校
長
を
歴
任
さ
れ
て
、
こ

の
度
、
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
経
験

豊
か
な
鳥
越
先
生
を
校
長
と
し
て

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
母
校
は
、
こ
の
１
年
も

地
域
の
拠
点
校
と
し
て
、
そ
の

重
責
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
、
主
な
成
果
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
、
本
年
４
月
、
こ
れ
ま

で
の
図
書
室
や
図
書
委
員
会
の
活

発
な
読
書
推
進
活
動
が
認
め
ら

れ
、
令
和
５
年
度
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

の
推
進
に
資
す
る
優
れ
た
取
組
等

を
行
っ
て
い
る
学
校
や
図
書
館
及

び
団
体（
個
人
）を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
進
学
実
績
も
好
調
で
あ
り
、

こ
の
３
月
に
普
通
科
を
卒
業
し
た

１
１
８
名
の
う
ち
、
国
公
立
大
学

へ
の
合
格
者
数
は
61
人
に
も
及
び

ま
し
た
。
実
に
半
数
以
上
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
ク
ラ

ブ
は
、
多
岐
に
わ
た
る
長
年
の
地

域
貢
献
活
動
が
評
価
さ
れ
、
２
月

に
高
梁
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
員

会
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
善
行

表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

個
別
の
活
動
に
目
を
向
け
る

と
、
家
庭
科
の
犬
飼
柑
菜
さ
ん
は
、

牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
岡
山
県
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
レ
シ
ピ
は

オ
ハ
ヨ
ー
乳
業
株
式
会
社
が
販
売

し
て
い
る
牛
乳
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
市
販
さ
れ
ま
し
た
。
犬
飼
さ
ん

は
さ
ら
に
、た
ま
ご
料
理
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
味
や
ア
イ
デ
ア
を
競

う
第
８
回
た
ま
ご
ニ
コ
ニ
コ
料
理

甲
子
園
に
お
い
て
、
地
区
予
選
を

勝
ち
抜
き
、
決
勝
の
全
国
大
会
で

デ
リ
シ
ャ
ス
賞
と
し
て
入
賞
す
る

な
ど
、
家
政
科
で
学
習
し
た
知
識

や
技
能
の
成
果
を
県
内
外
で
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
坂
本
開
さ
ん

と
藤
井
大
智
さ
ん
は
第
77
回
国
民

体
育
大
会
少
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
に
岡
山
県
代
表
選
手
と
し

て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

現
在
の
学
校
の
様
子
は
、学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
やFacebook

等
で
日
常

的
に
発
信
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
実
施
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
同

窓
会
総
会
で
す
が
、
本
年
は
８
月

14
日(

月)

に
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
に

て
４
年
ぶ
り
に
開
催
予
定
で
す
。

同
窓
会
は
、
私
た
ち
同
窓
生
の
交

流
を
深
め
、
母
校
と
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な

場
で
す
。
同
窓
会
を
通
じ
て
、
昭

和
の
時
代
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令

和
の
時
代
に
卒
業
し
た
多
数
の
卒

業
生
と
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓

生
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
同

窓
会
総
会
に
お
い
て
皆
様
に
お

目
に
か
か
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

臥
牛
山
の
木
々
も
夏
の
日
差

し
に
そ
の
緑
を
輝
か
せ
、
高
梁
川

の
川
面
を
渡
る
風
が
ひ
と
と
き
の

涼
し
さ
を
運
ん
で
く
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
同
窓
会
の
諸
活
動
や
本

校
の
教
育
に
対
し
ま
し
て
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
今
春
の
異
動
で
丸
山
浩

前
校
長
の
後
任
と
し
て
、
倉
敷
南

高
等
学
校
か
ら
転
任
し
ま
し
た
鳥

越
信
行
と
申
し
ま
す
。
教
員
生
活

の
締
め
く
く
り
と
し
て
１
４
３
年

目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
が
あ
る

高
梁
高
等
学
校
に
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
、
大
変
光
栄
な
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
成
長
、

高
梁
高
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め

に
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
は
、
５
月
８
日
に

「
５
類
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
感
染
対
策
は
必
要
で
す

が
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
学

校
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年

度
、
高
梁
高
校
は
４
月
に
１
５
０

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
３
９
９
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
年
間
中
止
し
て
い
た
修
学

旅
行
は
、
昨
年
度
予
定
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
度
も
６

月
13
日
か
ら
３
泊
４
日
で
無
事
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
ぶ
り

の
「
姉
妹
校
交
流
in
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
」
も
７
月
29
日
か
ら
11
泊
14

日
の
実
施
予
定
で
す
。

さ
て
、
高
等
学
校
で
も
新
学
習

指
導
要
領
が
年
次
進
行
で
実
施
さ

れ
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的

な
学
び
の
実
現
を
目
指
し
た
「
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
梁
高
校
で

も
、
単
位
制
の
特
性
を
生
か
し
た

少
人
数
・
習
熟
度
別
授
業
、
グ

ロ
ー
カ
ル
な
視
野
を
育
て
る
「
方

谷
学
」、
校
外
の
プ
ロ
か
ら
学
ぶ

「
専
門
家
に
よ
る
授
業
」、
生
徒
自

身
の
手
で
創
る
生
徒
会
活
動
・
学

校
行
事
・
部
活
動
、
海
外
姉
妹
校

等
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
生
徒

た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
多

彩
な
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。
特
に
、
県
下
の
高
校
に
先

駆
け
て
教
育
用
ク
ラ
ウ
ドGoogle 

W
orkspace for Education

を
活

用
。Chrom

ebook

を
思
考
と
表
現

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

新
し
い
か
た
ち
の
学
び
を
実
現
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
先
進
校
と
し
て
県
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
化
、
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
、
生
徒
・
保
護
者

気
質
の
変
化
等
に
よ
り
、
高
梁
高

校
に
と
っ
て
の
厳
し
い
状
況
は
続

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
入
学
生

は
１
５
０
名
で
す
が
、
現
在
の
市

内
中
３
生
は
前
年
比
７
名
減
の

１
７
２
名
、
学
区
内
中
３
生
は
前

年
比
51
名
減
の
４
７
３
名
で
す
。

そ
し
て
10
年
後
の
備
北
地
区
中
３

生
は
半
減
す
る
と
の
推
計
が
県
教

委
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
中
、
高
校
入
試
の
形
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
本
校
昨
年
度
末

の
入
試
で
は
、
２
月
の
特
別
入
学

者
選
抜
家
政
科
の
募
集
定
員
を
総

定
員
の
80
％
に
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
し
て
来
年
度
入
試
に
関
し
て

も
、
県
教
委
か
ら
制
度
変
更
の
可

能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
に

関
係
す
る
と
こ
ろ
で
は
次
の
３
点

が
あ
り
、
様
々
な
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

１
、��

学
区
を
持
つ
普
通
科
に
お
け
る
学
区

外
か
ら
の
受
け
入
れ
枠
の
拡
大

　
　

 

３
学
級
以
下
の
普
通
科–

募
集
定
員

の
５
～
30
％
又
は
全
県
学
区

２
、�

特
別
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
普
通
科

の
募
集
人
員
比
率
の
拡
大

　
　

 

特
別
入
学
者
選
抜
を
実
施
し
て
い
る

普
通
科–

募
集
定
員
の
30
～
50
％

３
、
全
国
募
集
要
件
の
拡
大

　
　

 

募
集
定
員
が
１
６
０
人
以
下
の
学
校

又
は
校
地

今
後
も
、
備
北
地
区
の
拠
点
校
と
し

て
の
高
梁
高
校
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
べ

く
、
向
上
進
取
の
精
神
で
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
母
校
へ

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓

生
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

総
会
・
支
部
総
会
の
ご
案
内

令
和
５
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、

是
非
と
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
後
、
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。

今
年
度
の
懇
親
会
は
、
左
記
の
当
番
幹
事
学

年
の
方
を
中
心
に
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
へ

の
ご
出
席
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
38
回
卒（
昭
和
62
年
卒
）

高
48
回
卒（
平
成
9
年
卒
）

高
58
回
卒（
平
成
19
年
卒
）

高
68
回
卒（
平
成
29
年
卒
）

　
　

記
日　

時　

令
和
５
年
８
月
14
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら

場　

所　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　
　

高
梁
市
正
宗
町
２
０
３
３

　
　
　
　

℡
０
８
６
６–

２
１–

０
０
８
０

会　

費　

５
０
０
０
円

支
部
総
会
の
ご
案
内

＜

東
京
支
部
総
会＞

令
和
５
年
10
月
21
日（
土
）12
時
～

東
京
都
千
代
田
区
平
河
野
２–

４–

３

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

＜

関
西
支
部
総
会＞

令
和
５
年
11
月
19
日（
日
）12
時
～

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
５–

14–

10

ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ
ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
梁
高
等
学
校
の
日
常
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
風
景
や
生
徒
会
活
動
、

部
活
動
の
様
子
な
ど
を
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
後
輩
た
ち
の
生
き
生
き

と
し
た
学
校
生
活
の
様
子

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
は
、
こ
ち
ら
で
す
。

フェイスブックインスタグラム

着
任
の
ご
挨
拶

校
長　

鳥 

越 

信 

行

ご
　
挨
　
拶

会
長　

樋 

口　
　

満　
　

お

知

ら

せ
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樋
口
会
長
他　

12
名

　

８
月
14
日（
日
）

　
　

10
時
30
分
～　

中
止

　
　
　

幹
事
会
及
び
総
会

　
　
　
（
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
）

　

10
月
22
日（
土
）

　
　

12
時
00
分
～

　
　
　

東
京
支
部
総
会

　
　
　

 （
東
京
都
千
代
田
区
ル

ポ
ー
ル
麹
町
）

※
関
西
支
部
総
会　

中
止

令
和
５
年

　

２
月
28
日（
火
）

　
　

入
会
式（
体
育
館
）

　
　
　
　

樋
口
会
長

　
　

新
入
会
者
数

　
　

 （
家
政
科
29
名
、
普
通
科

１
１
８
名　

計
１
４
７
名
）

　

３
月
29
日（
水
）

　
　

18
時
00
分
～

　
　
　

臨
時
役
員
会

　
　
　
（
応
接
室
）

 
樋
口
会
長
他　

10
名

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
同
窓
会
運
営
に

切
り
替
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
状
況
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
同
窓
会
便
り

発
行
募
金
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
今
後
も
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
会
員
様
】

１
． 
卒
業
年
度
が
昭
和
47
年
以

前
の
同
窓
生

２
． 

卒
業
後
５
年
以
内
の
同
窓

生

３
． 

３
年
以
内
に
同
窓
会
便
り

発
行
募
金
を
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
同
窓
生

令
和
４
年

　

６
月
29
日（
水
）

　
　

１７
時
３０
分
～

　
　
　

(

個
別
に
よ
る
監
査)

片
岡
監
査
、
菅
田
監
査

　

18
時
00
分
～
役
員
会

　
　
（
会
議
室
）

年
１
回
発
行
し
て
い
ま
す
同

窓
会
便
り
は
、
毎
年
７
月
末
に

同
窓
会
員
の
皆
様
全
員
に
送
付

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

送
料
に
は
約
１
３
０
万
円
程
度

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
費
は
卒
業
生
の
同
窓
会

入
会
金
と
同
窓
会
便
り
発
行
募

金
、
お
よ
び
そ
の
他
の
募
金
を

収
入
源
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

同
窓
会
費
が
逼
迫
し
て
お
り
同

窓
会
員
の
皆
様
全
員
に
同
窓
会

便
り
を
送
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
送
付
を
次
の
会
員

の
方
々
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
他
の
会
員
様
に
は
高
梁
高

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
員
全
員
の
皆
様
に
お
届

け
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

　
　

主
な
支
部
・
連
絡
先

●
東
京
支
部

　

支
部
長　

片
山　

勝
之

（
第
11
回
卒
）

　

連
絡
先　

前
島　

克
好

（
第
24
回
卒
）

　

taka-tyo@
googlegroups.com

●
関
西
支
部

　

支
部
長　

藤
岡　

敏
彦

（
第
24
回
卒
）

　

連
絡
先　

藤
岡　

敏
彦

（
第
24
回
卒
）

私
は
高
梁
高
校
に
昨
年
赴
任

し
、
今
年
２
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
母
か
ら
戦
後
す
ぐ
に
他
界

し
た
祖
父
が
、
旧
制
高
梁
中
学

校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
聞

か
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
か
り
を
感

じ
て
の
赴
任
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
本
校
の
有
終
館
で

行
わ
れ
た
所
蔵
品
展
の
際
、
古

い
書
棚
に
大
正
12
年
３
月
卒
業

生
78
名
の
卒
業
写
真
が
あ
り
そ

の
中
に
祖
父
の
姿
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
前
の
３
月
に
卒
業
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昔

の
数
々
の
資
料
を
見
る
に
つ
け
改

め
て
高
梁
高
校
の
奥
深
い
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展
示
品
の
１
つ
に
昔
、
温
知
寮
で

使
用
さ
れ
て
い
た
木
鐸
が
あ
り
、

木
鐸
の
音
で
朝
目
を
こ
す
り
な

が
ら
起
き
て
く
る
寮
生
の
姿
が

目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

今
年
は
同
窓
会
定
期
総
会

が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
同
窓
生
の
交
流
を
深

め
る
盛
大
な
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
号
の
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
。
と
く
に
、
前
期
試
験
で
合
格

で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
多
く
が
、
中

後
期
試
験
で
粘
り
を
見
せ
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
こ
と
は
、
教
員
に
と
っ
て

も
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
普
通
科
１
１
８
名
、
家
政

科
29
名
の
令
和
４
年
度
高
梁
高
校

卒
業
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ

に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
４
年
制
大

学
へ
の
進
学
希
望
者
１
０
０
名
の
う

ち
国
公
立
大
学
に
61
名
の
合
格
者
を

出
せ
た
こ
と
は
、
授
業
第
一
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立
、
学
習
習
慣
と

学
習
環
境
の
整
備
に
、
真
摯
に
取
り

組
ん
で
き
た
卒
業
生
の
力
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
高
梁
高
校
か
ら
出

発
し
、
将
来
各
々
の
ス
テ
ー
ジ
で
活

躍
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
で
き

る
年
次
と
な
り
ま
し
た
。

現
２
年
次
生
か
ら
新
し
い
教
育
課

程
と
な
り
、
来
年
度
の
共
通
テ
ス
ト

に
は「
情
報
」が
追
加
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
社
会
の
要
請
を
受
け
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
を
新
設
す
る
大

学
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
入

試
改
革
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
伝
統
あ
る
本
校
に

２
０
２
３
年
度
入
試
を
総
括
す

る
と
、
前
年
（
２
０
２
２
年
度
入
試
）

の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点

大
幅
ダ
ウ
ン
の
影
響
を
受
け
、
年
内

の
早
期
入
試
で
合
格
を
勝
ち
取
ろ
う

と
い
う
動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
総
合
型
選
抜
入
試
、
学
校
推

薦
型
選
抜
入
試
で
は
高
倍
率
と
な
る

こ
と
も
多
く
、
本
校
の
生
徒
も
苦
戦

し
ま
し
た
。
一
般
入
試
に
お
い
て
は
、

共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
が
６
割
程
度

に
回
復
し
、
本
校
の
生
徒
も
総
じ
て

持
て
る
力
を
発
揮
で
き
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
１
か
月
、

ク
ラ
ス
担
任
や
教
科
担
任
を
中
心
と

し
て
、
生
徒
を
励
ま
し
な
が
ら
粘
り

強
く
指
導
に
あ
た
り
、
生
徒
も
そ
れ

に
応
え
な
が
ら
自
ら
の
進
路
を
切
り

拓
く
べ
く
、
個
別
試
験
に
向
け
て
一

生
懸
命
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

近
年
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
社

会
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
大
き
な
変
化
に
あ
わ
せ
て
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
、
そ

し
て
学
校
教
育
で
身
に
つ
け
さ
せ
る

べ
き
力
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
波
を
受
け
て
様
々
な
入

試
改
革
が
な
さ
れ
る
中
、
総
合
型
選

抜
入
試
、
学
校
推
薦
型
選
抜
入
試

の
定
員
割
合
が
高
ま
り
、
一
般
入
試

に
お
い
て
も
調
査
書
や
活
動
報
告
書

を
得
点
化
す
る
大
学
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
学
力
の
３
要

素
「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」「
学
び
に
向
か
う

力（
人
間
性
）」
す
な
わ
ち
、
主
体
性

を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て

学
ぶ
態
度
を
、
多
面
的
・
総
合
的
に

評
価
す
る
傾
向
が
い
っ
そ
う
強
ま
り

ま
し
た
。

課
さ
れ
た
「
社
会
の
有
為
な
形
成
者

を
育
成
す
る
」
と
い
う
責
務
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
良
い
社
会
を

築
い
て
い
く
未
来
あ
る
生
徒
の
素
地

を
育
て
、
一
人
ひ
と
り
の
特
長
を
伸

ば
す
進
路
指
導
を
い
っ
そ
う
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

国
公
立
大
学

奈
良
女
子
大
２
名
、
岡
山
大
12

名
、
広
島
大
４
名
、
島
根
大
６
名
、

鳥
取
大
２
名
、
徳
島
大
２
名
、
香

川
大
２
名
、
愛
媛
大
２
名
、
高
知

大
２
名
な
ど
、
中
四
国
地
方
を
中
心

と
し
て
全
国
各
地
の
大
学
に
61
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
現
在
の
普
通
科
３

ク
ラ
ス
規
模
に
な
っ
て
以
降
、
昨
年

度
の
件
数
を
更
新
し
最
多
の
合
格

件
数
と
な
り
ま
し
た
。

 

私
立
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校

同
志
社
大
２
名
、立
命
館
大
２
名
、

関
西
学
院
大
２
名
、関
西
大
２
名
、京

都
産
業
大
９
名
、龍
谷
大
３
名
、近
畿

大
９
名
、甲
南
大
２
名
、清
心
女
子
大

９
名
な
ど
、近
畿
地
方・中
四
国
地
方

の
私
立・短
大・専
門
学
校
に
多
く
の

合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。

 

就
　
職

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
多
く
の
企
業
が
受
け

る
中
で
製
造
職
や
事
務
職
な
ど
に
、

計
10
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た

公
務
員
と
し
て
、
吉
備
中
央
町
役

場
や
自
衛
隊
に
も
計
２
名
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

会
務
報
告

同
窓
会
便
り
発
行
に

つい
て
の
お
知
ら
せ

進  

路  

状  

況

進
路
課
長
　
遠 

藤
　
　
隆

１．令和5年3月卒業生進路状況

編
集

後
記

（普通科・家政科）

種　　　　別
合格
者数

進 学・ 就 職 者 数

普通科 家政科 計

進
学

国 公 立 大 学 61 57 0 57

私 立 大 学 121 40 4 44

国公立短期大学 2 2 0 2

私 立 短 期 大 学 8 2 5 7

専 修・ 各 種 学 校 22 7 15 22

予 備 校・ そ の 他 3 3 0 3

計 217 111 24 135

就
職

一 般 企 業 10 5 5 10

公 務 員 2 2 0 2

計 12 7 5 12

令和４年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計決算書

令和５年度　岡山県立高梁高等学校同窓会 一般会計予算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）

科 　 　 目 予 算 額 収 入 済 額 比較増減（△） 摘　　　要
会 費 405,000 395,000 △ 10,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 0 △ 150,000 令和４年度総会中止
寄 付 金 800,000 861,620 61,620 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 1,430,927 1,430,927 0 令和３年度からの繰越金
雑 収 入 73 8 △ 65 預金利息
名 簿 収 入 9,000 0 △ 9,000 名簿売上等

計 2,795,000 2,687,555 △ 107,445

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）

科 目 予 算 額 支 出 済 額 残 額 摘　　　要
会 議 費 400,000 7,840 392,160 役員会経費
旅 費 0 65,609 △ 65,609 東京支部総会出席旅費
消 耗 品 費 10,000 0 10,000
通 信 費 1,350,000 1,354,501 △ 4,501 同窓会だより発送作業費、郵便代等
印 刷 費 150,000 135,190 14,810 同窓会だより印刷費
渉 外 費 3,000 0 3,000
慶 弔 費 30,000 9,944 20,056 慶弔電報（秋の褒章受賞者祝電）
記 念 品 料 156,000 146,880 9,120 卒業証書ファイル 2 年分
雑 費 50,000 70,433 △ 20,433 郵便振込手数料、過年度会費返金
国際交流助成金 50,000 0 50,000
予 備 費 596,000 0 596,000

計 2,795,000 1,790,397 1,004,603 

※収入済額（円）　　　支出総額（円）　　　次年度への繰越金（円）
　　2,687,555　　－　　1,790,397　　＝　　897,158

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　要
会 費 399,000 405,000 △ 6,000 @1,000円（学年ごとに納入）
総会懇親会費 150,000 150,000 0 令和５年度総会
寄 付 金 800,000 800,000 0 同窓会だより発行募金への応募
繰 越 金 897,158 1,430,927 △ 533,769 令和４年度からの繰越金
雑 収 入 842 73 769 預金利息
名 簿 収 入 100,000 9,000 91,000 名簿売上等

計 2,347,000 2,795,000 △ 448,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 比較増減（△） 摘　　　要
会 議 費 400,000 400,000 0 役員会・総会経費
旅 費 70,000 0 70,000 東京支部総会
消 耗 品 費 10,000 10,000 0 事務用品
通 信 費 1,120,000 1,350,000 △ 230,000 同窓会だより発送作業費、郵便代等
印 刷 費 150,000 150,000 0 同窓会だより印刷費
渉 外 費 3,000 3,000 0
慶 弔 費 30,000 30,000 0 慶弔電報
記 念 品 料 0 156,000 △ 156,000
雑 費 50,000 50,000 0 郵便振込手数料、過年度会費返金
国際交流助成金 0 50,000 △ 50,000
予 備 費 514,000 596,000 △ 82,000

計 2,347,000 2,795,000 △ 448,000


